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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、21 世紀に生き、開拓する 21 世紀型能力を中核に、幼児・児童における未来型

能力、幼児・児童における未来型能力の育成、未来型能力を指導できる指導者の育成の 3 段階

にわたる研究を、既存研究の検討整理、独自の調査、研究を踏まえて、社会貢献する成果とし

てまとめた。初年度から 2 年度にかけて 21 世紀型の幼児像を様々な能力領域で明らかにし、2

年度から 3 年度にかけて、各領域で、これらの能力を育成するシステムを設計試行評価し、さ

らに、能力育成を指導する指導者の教育システムを検討、整理、設計、試行実施した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
Concerning the 21st Century Competences cultivated in Children, R & D for the following 

3 steps were undertaken and achieved: 
(1) Analysis of the Future Directed Competences 
(2)Enhancement of the Future Directed Competences 
and 
(3)Enhancement of Leaders for Cultivating the Future Directed Competences, based upon 
the Survey and Analysis of the Previous Research works and the Creative Proper R & D. 
Step 1 had been conducted in 2008 and 2009, Step 2 were conducted in 2009 and 2010 and 
also Step 3 have been undertaken in terms of the Study, Analysis, Design, and Pilot 
Practices. 
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１．研究開始当初の背景 

 21 世紀の急変しつつある現代社会に対応
し、それを担う人間の教育、育成が重要な課
題となっている。 

 その教育について先進諸国を中心に多く
の提案がなされているが、それらは同じ人間
の発達の各年齢段階や限られた対象の範囲
に限定される傾向があり、乳幼児から児童、
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生徒、学生、社会人という能力・資質の一貫
した全面的発達という観点からの整理や研
究調査実践はほとんどなされてこなかった。 

 個人の能力資質領域についての関心、研究
は、たとえば各教科教育、安全教育、食教育
などの多くの分野において成果をあげては
いるものの、とくに人間の全面的発達とその
促進法については、不十分といわざるをえな
い。 

 

２．研究の目的 

 上述の背景を踏まえ、本研究では、幼児・
児童における未来型能力、幼児・児童におけ
る未来型能力の育成、未来型能力を指導でき
る指導者の育成の 3 段階にわたる研究を、既
存研究の検討整理、独自の調査、研究、を踏
まえて、社会貢献する成果としてまとめるこ
とを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 この研究は、発達心理学、認知心理学、社
会心理学、人格心理学、臨床心理学、犯罪心
理学、等の心理学分野の専門研究者、保育学、
幼児教育学、教育学、体育学、異文化研究、
小学校教育などの教育系研究者、実践者、そ
れに、情報科学、法学などの多様な専門家集
団を研究分担者、連携研究者、研究協力者と
して、3 年計画で進められた。 

 初年度から 2 年度にかけて、21 世紀型の幼
児像を選択した代表的な異なる能力領域で
明らかにし、2 年度から 3 年度にかけて、各
領域ごとに、これらの能力を育成するシステ
ムを設計試行評価し、さらに、能力育成を指
導する指導者の教育システムを検討、整理、
設計、試行実施する流れで研究開発を進めた。 

 途中、リーダー会議、全体会議を頻繁に実
施しながら相互の研究の進行を参考にそれ
ぞれの研究班やグループの研究を行った。 

 
４．研究成果 
 21 世紀型の能力として取り上げた代表的
なものとして、思考力および想像力をはぐく
むことば、コミュニケーション能力の基礎と
なる自己認識力と他者認識力、物語理解、情
報処理力、空間認知能力、感受性、自然理解、
形の切り抜き、粘土遊びなどの技能、外国語
理解、異文化理解、数の理解、身体表現力、
善悪判断能力などであった。それぞれの能力、
技能について、なぜ大切であるかの理由を明
らかにしたうえで、上述の 3 段階にわたる研
究成果を報告書にまとめた。加えて、大人の
目線から、子どもを取り巻く能力技能をはぐ
くむ環境、教育機関、地域の働きを分析して
いる。最近大きな関心を集めている、メディ
ア環境、ICT を巡る環境、情報モラル、未来
に生きる子どもへの期待についても取り上
げ、研究開発の現状把握、新たな指導者育成

システムの提言、構築、試行実施し、成果を
上げた。 
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